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森林のエキスパートをめざせ森林のエキスパートをめざせ

島根県立農林大学校 林業科は、森林・林業に関する豊富な知識と高度な技術及び経営感覚と企画力を兼ね

備えた、“中核となる林業技術者”の養成を目指しています。実習中心のカリキュラムとなっており、現在、

1年生7名、2年生8名、総勢15名の学生が、森林・林業の未来を切り開くエキスパートを目指して、林業

技術の習得に励んでいます。

平成6年に2年制に移行してから、162名が卒業し、主に県内の森林組合や民間林業事業体で活躍してい

ます。

林業科の一番の魅力は、山で行う実践を想定した実習です。立木の伐採や架線
集材、高性能林業機械の操作など様々な実習を中心としたカリキュラムとなって
います。

さらに、２年生の専攻実習では「森林プランナーコース」と「森林エンジニアコース」の2コー
スからいずれかを選択し、より専門的な技術を習得します。

島根県立農林大学校林業科の授業・実習等の様子をブログ
（農林大・林業科情報）で紹介しています！是非ご覧下さい。

http://blog.goo.ne.jp/f-nodai

島 根 県 立 農 林 大 学 校  林 業 科

伐倒

集材

刈払い

高性能
林業機械

植栽

作業道
開設

教育内容
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●日時：平成29年7月28日、8月2日・6日・21日
　　　　10：00~14：00（8月2日は11：00～）

●場所：島根県立農林大学校飯南キャンパス
●内容：高性能林業機械の操作等
●参加：申込が必要です

学生募集・オープンキャンパスの詳細は、島根県立農林大学校教育スタッフ（電話0854‒85‒701２）
までお問い合わせください。

いざ来たれ！森林・林業の
未来を切り開く挑戦者たち

Shimane Prefectural college agriculture and forestry

平成30年度  学生募集

認定事業体の職員など、今後の林業を担うリーダーを対象にした短期研修を実施し
ています。

◎林業エンジニア研修
　①路網設計・施工技術研修 ③林業架線作業技術研修（基礎コース、応用コース）
　②高性能林業機械オペレーター研修 ④路網・林業機械作業システムの効率化現地検討会
＊開催日及び定員等は、林業科（電話0854‒76‒2100）までお問い合わせください

循環型林業の実現のため、人材養成の重要性がより高まっています。
島根県立農林大学校　林業科への入学や研修生の派遣について是非ご検討ください。

◆募集人員及び修業年限等

科　名 募集人員 修業場所 修業年限

林 業 科 10名 飯南町上来島
2年

農 業 科 30名 大田市波根町

◆入学試験の区分等

試験区分 願書受付 試 験 日 合格発表

学校長推薦入試
H29年9月27日（水）

～10月11日（水）
H29年10月25日（水） 11月15日（水）

一般入試

前
期

H29年11月8日（水）
～11月22日（水）

H29年12月6日（水） 12月22日（金）

後
期

H30年1月12日（金）
～1月26日（金）

H30年2月14日（水） 2月21日（水）

地域推薦入試 ※
H29年9月27日（水）

〜11月22日（水）
随時（願書受付後10日
以内に試験日を通知）

試験日から
2週間以内

自己推薦入試 
H29年9月27日（水）

～10月11日（水）
H29年10月25日（水）
及び10月26日（木）

11月15日（水）

試験場所 島根県立農林大学校 大田本校 （大田市波根町970-1）

 ※印 ： 農業再生協議会・林業認定事業体・流域林業活性化センター等の推薦

詳しくは「学生募集要項」をご覧ください

平成30年度 学生募集要項・学校要覧等は、

島根農林大ホームページからご覧いただけます

http://www.pref.shimane.lg.jp/norindaigakko/

オープンキャンパス

島根県立農林大学校　林業科の
学生は、安心して講義や実習を受
講するため、給付金制度や無利
子の貸付金の利用が可能です。

◎緑の青年就業準備給付金
　給付額
　　1,375,000円／年（H28実績）

（予算状況により変更する場合があります）
　給付要件
　　① 林業への就業予定年齢が45歳未満で、卒業後

に林業へ就業する
　　②農林大学校の学生
　　③常用雇用の雇用契約を締結していない
　　④ 原則として生活費の確保を目的とした他の給

付金を受けていない
＊ 卒業後、林業に就業しなかった場合、返還が必要です

◎林業就業促進資金（無利子の貸付金）
　貸付限度額
　　600,000円／年（50,000円／月）
　貸付内容
　　 授業料・寮費・資格取得経費等の、農林大学校

で修学するために必要な経費に対して支給
＊ 県内の認定事業体で10年間継続して就業すれば、

償還が免除されます

路網設計・施工技術研修 林業架線作業技術研修高性能林業機械オペレーター研修

研修部門

教育支援 入試情報
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森林のトピックス Topics

も り

❶

島根県林業課  森林組合・担い手育成グループ
島根県林業労働力確保支援センター

大自然につつまれて、体を動かして働いてみませんか！

島根県の林業事業体では
林業の担い手を大募集しています！

島根県では、木を「伐って、使って、植えて、育てる」循環型林業を推進しています。
循環型林業の柱となる木材の増産や、木を伐った跡地への植林を進めるためには、林業の担い手が必要です。
林業の現場作業は、他業種と比較してもいろんな面で魅力がありますので、ぜひあなたの力をしまねの森林・
林業の活性化に活かしてみませんか！

作業内容

やったことが確実に形になってあらわれる
ので、やりがいを感じられる仕事

木の伐採・搬出・運搬、植栽、下刈り、除間伐、作業道開設等で、チェンソーや
刈り払い機、高性能林業機械や架線集材機などを使用します。

事務では味わえない、
自然の中で体を動か
すことのできる仕事

空気や景色がきれいだし、
間伐した後は光が入って
気持ちいい

山に道ができて喜んでもらえ
ると、とてもうれしくなる

林業は次の世代へ引
き継いでいく、魅力の
ある仕事で、小さかっ
た木が大きくなってい
くのが楽しみ

木を育てる作業や、木を伐っ
て出し終わった後に、大きな
達成感・充実感がある

高性能林業機械
の

操作は魅力的で
、

とても面白い

山から川・海と、流
域の環境を豊かに
する仕事

島根県農林水産部林業課森林組合・担い手育成グループ　電話0852－22－5159
島根県林業労働力確保支援センター（島根県林業公社内）電話0852－32－0253

問い合わせ
相　談　先

日中作業のため、基本的に残業のな
い仕事なので、ライフ・ワークバラ
ンスがとりやすいのも魅力です。

林業事業体情報や就業待遇については「島根県林業労働力確保支援センター」ホームページをご覧ください

山に道ができて喜んでもらえ
高性能林業機械

の

とても面白い

林業現場作業の魅力（現場の声！）
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森林のトピックス Topics

も り

❷

「森林のニューフェイス」では、森林・林業のエキスパー
トとなるべく、島根県内の森林組合等林業事業体に就職し
現場で活き活きと働く林業の担い手を紹介しています。
今回は、島根県立農林大学校林業科を卒業し、現在様々

な森林作業現場で活躍する４名の方を紹介します。

①�県立農林大学校（林業科）入学を目指す人たち
へのメッセージ

②林業に就業したのはなぜ？
③林業に携わり、学べたことや自らが成長できたことは？
④今後、林業の技術・技能者として目指したいことは？
⑤林業に対するこれからの夢は？

島根県立農林大学校  林業科
島根県林業労働力確保支援センター

深石　翔也
（22才）

林業経験：２年　勤務先：須佐チップ工業㈲
①�就業してすぐに必要になる資格を多く取得でき、実習の時間も多いため体で覚え
ることができます。2年間はあっという間なので悔いの残らない学生生活を！
②�テレビで林業のことを特集していて魅力を感じたため。
③�自然相手の仕事のためキツいこともあるが、狙いどおりに伐倒できたときや難し
い作業をこなせた時の達成感がたまらない。ちょっとだけ体力もつきました。
④�山を見て、どう架線を張れば効率的に搬出できるかなどを判断できるようになり
たい。
⑤�良い仕事をして、山主さんから数十年後も伐らせてもらえるような職人になりたい。

内ケ島崇志
（21才）

林業経験：１年　勤務先：邑智郡森林組合
①�基礎的な知識を身につけるための実習や座学が多く、様々な資格取得ができ、現
場作業に役立ちます。
②小さいころから見てきた父の姿に憧れて目指しました。
③�毎日状況が変化し、それに応じて作業を行っていかなければならない。また、そ
れに伴い技術を身につけなければならないということ。
④誰よりも安全かつ早く、そしてきれいな仕事を行えるようになりたい。
⑤�危険というイメージを減らせるよう自分も含め労働災害をなくすよう働けるよ
うになりたい。

安達　瞭
（21才）

林業経験：１年　勤務先：出雲地区森林組合
①�僕は、実際の技術が身に付くのは農林大学校での2年間より、会社での2年間だと
思います。しかし、農林大学校で得られた知識と技術があったから、僕は今、仕
事と自分なりに向き合えていると思います。僕は、農林大学校に入学して良かっ
たと思っています。
②父が林業の仕事をしており、興味があったから。
③技術が向上していくことの楽しさ。
④プロ意識を持って、確かな知識と技術を身に付けたい。
⑤�林業を通して、周りから信頼されるような中身のある人間になっていきたい。

京村　惣平
（21才）

林業経験：１年　勤務先：高津川森林組合
①�農林大学校では、多くの資格を取ることができます。また、先生方や外部講師の方
が専門的なことをしっかりと教えてくれるので、より深く学ぶことができます。
②�祖父が山仕事をしていて、幼い頃に手伝いをした思い出があります。楽しかった
し、祖父のような人になりたかったからこの仕事を選びました。
③�自然の雄大さを知った反面、自然の怖さや危険を知ることができたこと。また、
体力をつけることができ、重機の操作が上達したことがうれしい。
④なによりも安全第一に仕事をし、正確な伐採とオペレーター技術を向上させたい。
⑤未来に繋がる仕事をしていきたい。

ニューフェイス森林の
New Face

Q

1．林業労働者の募集 2．新規就労者及び雇用主に対する研修
3．林業就業促進資金の貸付 4．林業雇用に関する情報の提供・相談
5．雇用改善のための啓発活動　  その他の援助

松江市黒田町 432 番地 1(島根県土地改良会館 3F)
TEL(0852)32-0253  FAX(0852)21-4375  E-mail shimane-roukakuc@nifty.com

公益
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森林の知恵袋13

天候も良い季節になり、これから登山などで森林に入る
機会が増えてきます。しかし、森林にはハチ、マムシ、ダ
ニなど危険がいっぱい。また、触れることによって皮膚炎
を起こす危険な植物についても注意が必要です。かぶれる
木として「ハゼ」や「ウルシ」が知られていますが、島根
県内でよく見られるこれらの仲間には、ハゼノキ、ヤマハ
ゼ、ヤマウルシがあります。これらにかぶれたときには、
特に顔、手、腕、首すじ、胸などの触れた部位が赤くなり、
湿疹ができ、重度の場合には、かゆみなどに加えて腫れが
出てきます。症状としては 2週間程度続きますので、かぶ
れたら早めに医療機関（皮膚科）を受診しましょう。

かぶれないよう次のことを心がけましょう。

１ 　長袖、長ズボン、長靴を履き、完全防備する。手に

は手袋をはめる。

２ 　どの植物がかぶれを引き起こす物か見分け、近づか

ない。

３　触ってしまったと思った時は、水ですぐにすすぐ。

これら 3種のウルシ科は、羽状複葉であることがまず大
きな特徴です。なお、同じウルシ科のヌルデも人によって
はまれにかぶれることがあります。とにかくウルシっぽい
と思えば近づかないようにしましょう。

大麻山は、明治期の廃
はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しやく

まで、修
しゆ

験
げん

道の霊山として知られて
いました。平安前期までは「双子山」と呼ばれていましたが、仁和 4
年（888年）に、阿波国の大

だい

麻
あさ

彦
ひこの

命
みこと

のご神託により、山頂に大
おお

麻
あさ

山
やま

神社が創建され、山名も大麻山に改められました。その後、神宮寺
である尊

そん

勝
しよう

寺
じ

が創建されて、神仏習合の社となったとのことです。
大麻山には、この大麻彦命にまつわる伝説があります。命

みこと

がその
昔、阿波国から馬で海を渡り、舟で大麻山に登るため、馬から降りた
ところが折

おり

居
い

と呼ばれ、その際に投げた馬の鞍
くら

が近くの鞍島になっ
たと伝えられています。また、大麻山に命

みこと

が率いてきた忌部族とふ
もとの小野族との石合戦などの伝説も伝えられています。

大麻山は、幕末の第二次長州征伐の「大麻山の戦い」（1866年）
の古戦場としても知られています。大麻山に陣を置いた幕府方の浜
田藩は、大村益次郎の指揮する長州藩の攻撃で陥落、敗れた浜田藩
松平家はその後浜田城を自焼退城することになりました。 

大麻山の中腹には、日本棚田百選に選ばれた「室
むろ

谷
だに

の棚田」もあります。ここは、江戸時代以前に砂鉄を採取した「かん
な流し」の跡を、水田としたのが始まりと言われており、約千枚の水田が美しい景観を
形作っています。

大麻山には、現在、山頂までの車道もありますが、県道一
いち

の瀬
せ

折居線沿いの「史跡大
麻山道中石」の石碑のあるところが登山口です。中国自然歩道になっている登山道は、車
道と交わりながら大麻山神社に至ります。神社の後のスギ木立を登ると大麻山頂上です。

広い山頂には、テレビ局のアンテナが建ち並んでいますが、展望台からは間近に
迫る日本海や中国山地の山々など眺望は圧巻です。【所要時間：登り約70分、登山適
期：通年】

大麻山は、島根県西部の歴史的な要衝にそびえる霊山です。 〔内藤暢文〕

大
たい

麻
ま

山
さん

 浜田市／標高：599ｍ

■～山における危険な植物
かぶれに注意しましょう～

島根県林業課  林業普及スタッフ

ヌルデ　と　ヤマハゼ

特徴：羽
う

状
じよう

複
ふく

葉
よう

葉が軸の左右に羽状に並んでいるもの

山頂から望む日本海と海岸線

浜田市三隅町から望む大麻山

36
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森林のトピックス Topics

も り

❸

平成28年から、8月11日が「山の日」として国民の祝日になりました。ここでは、

「山の日」について皆さんに理解を深めて頂き、これまで以上に山に親しんで頂くため、

「山の日」に関する情報を発信します！

●「山の日」とは
「山の日」は、「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する日」とされています。

●山の恩恵って何…？？
山（森林）は、国土の保全、水源のかん養、木材等の生産機能に加え、地球温暖化防止機能や保健・レ

クリエーション機能など、多面的な機能を有しています。島根県は、県土の約８割を森林が占めているこ

とから、全国の中でも山の恩恵を大いに受けている森林県であると言えます。

●「山の日」ができた経緯は？？
1950年代の国民的登山ブームを契機に全国各地で「山」への関心が高まり、「山の日」づくりに向け

た動きが各地で見られるようになりました。そして、2010年には、山岳協会や山岳会をはじめとする

山岳５団体による「山の日」制定協議会が発足、2013年には全国「山の日」制定協議会が発足し、こ

れら関係者による積極的な活動が展開されたことにより、2014年には「山の日」が制定され、2016

年から施行される運びとなりました。

●「山の日」には何かイベントがあるの？？
平成28年の「山の日」には、第1回「山の日」記念全国大会実行委員会の主催により、第1回「山の

日」記念全国大会が長野県松本市で開催され、皇太子ご一家の出席のもと、記念式典が開かれました。大

会中は「山」に関するフォーラムやトークショー・音楽演奏などの催しも併せて行われ、会場は大いに盛

り上がりました。

また、平成29年の「山の日」には、第2回「山の日」記念全国大会が栃木県那須町で開催される予定

となっています。その他、各地で実施される「山の日」に関する各種イベントへの参加、近隣の山への登

山など、様々な形で山に親しむことができます。

今年の「山の日」ももうすぐです！　みなさんもぜひ、この「山の日」には、山に親しみをもち、山

とふれあい、山に感謝する機会を作ってみてはいかがでしょうか。

島根県林業課林政企画グループ

「山の日」のご紹介
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森林のトピックス Topics

も り

❹

島根県では、治山ダムなどの治山事業の施行に伴う土砂流出防備保安林での伐採については禁伐もしくは択伐と
していましたが、地盤が比較的安定している場合は「伐採種を定めない（皆伐）」とすることができることとしまし
たので、その概要を紹介します。
【見直しの内容】
平成28年度までは、伐採を制限することで土砂流出を防ぐため、治山ダムなどの施行では流域全体を土砂流出防
備保安林とし、伐採の方法は択伐とすることを基本としてきました。
しかし、「木を伐って、使って、植えて、育てる」循環型林業の下にある森林は、適切な施業により健全な状態に
保たれ、公益的機能が維持されることから、平成29年度からは、治山ダム（堆砂敷含む）周辺以外について、地盤
が比較的安定している森林にあっては、「伐採種を定めない（皆伐）」とすることができることとしました。（図１）
また、平成28年度までに択伐指定された土砂流出防備保安林については、一定の要件を満たせば、「伐採種を定
めない（皆伐）」に変更することができます。なお、変更手続きには、保安林の指定と同様の手続きが必要となり、
期間を要しますので、主伐を行う計画がある場合には、早めに地方機関保安林担当課に相談願います。

【図1】

【指定施業要件変更の判断フロー図】

島根県　森林整備課　森林保全グループ

治山事業地に係る保安林の指定等を
見直しました

治山ダム（堆砂敷含む）周辺
（択伐）
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  ■広葉樹林の高齢大径化と課題  
現在、県内の広葉樹資源は、その約7割が51年生以上の高齢林になっています。高齢大径化した木は、若
い木と比較して切り株の萌芽力が弱く、また樹勢が弱りナラ枯れ被害を受けやすくなっているものもありま
す。しかし、伐採後は天然の更新力に期待して放置されているのが現状です。そこで、当センターでは、伐
採後も循環利用できる管理手法を検討するため、高齢広葉樹林の更新実態を調査しています。

  ■高齢広葉樹伐採地の萌芽状況を調べる  
落葉広葉樹主体の林では、伐採後3年目で萌芽率（伐採株数に対する萌芽株数）は
54％（8調査地平均）で、常緑広葉樹主体の林では84％（2調査地平均）でした。こ
れを更新木単位で落葉・常緑に区分し伐根径毎に萌芽率を比較したところ、落葉広葉
樹では伐根径が大きくなるほど萌芽率が低下する傾向にあるのに対し、常緑広葉樹で
はその傾向はみられませんでした（図－1、写真１）。

  ■高齢広葉樹伐採地の実生更新木を調べる  
伐採後5年を経過した調査地（落葉樹主体4箇所）では、枯死する株数以上の実生更新木（種子が発芽して
木になったもの）が確認され、枯死株による減少を補完する状況が確認されました（図－2）。

  ■調査結果と今後の取り組み  
萌芽率は、落葉広葉樹主体調査地では50％程度、常緑広葉樹主体調査地では80％程度でしたが、いずれも
小・高木種の実生の発生が多数確認され、
高齢大径化した広葉樹林でも萌芽と実生
による天然更新が概ね可能であることが
わかりました。ただし、林床にササが多
くみられる調査地では、ササの被圧によ
り実生更新木の追加的な発生・生長が阻
害される状況が見られたことから、実生
による更新を確実にする手法としてササ
の下刈り効果についても調査しています。
� （専門研究員　舟木　宏）

高齢広葉樹林の更新実態について
中山間地域研究センター 農林技術部　森林保護育成科

写真１　大径木の萌芽状況
※ 一度萌芽してもその後枯れ

る場合がある

10.1～20.0 20.1～30.0 30.1～40.0 40.1～50.0 50.1～ 伐根径
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落葉樹
常緑樹

萌芽率
（%） 本数

伐採時の立木本数 更新5年目の更新木
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図－ 1  伐根径別の萌芽率 図－ 2  伐採時の立木本数と更新 5 年目の
　　　 更新木の構成（吉賀町落葉広葉樹主体林）
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森林の
研究
森林の
研究

島根県建築⼠会 しまね⽊造塾 コアスタッフ⼀同

県産⽊材の利活⽤おうえん隊

コクーン設計舎

⼀級建築⼠事務所　⽥中屋⼯房
⽥中まさこ建築設計室

中村建築設計事務所
有限会社　万設計
村上建築設計事務所
渡邉建築⼯房株式会社

アトリエSHUN
建築設計事務所　飴屋⼯房
宇佐美建築設計室
宇⽥川孝浩建築設計事務所
蔵本総建コンサルタント
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INFORMATION

8月～11月のイベント情報

◆8月20日㈰

間伐材の丸太で動物を作る！
10：00　県民の森木工室集合

◆9月17日㈰

竹でアウト・ドアー
竹筒で炊く海ごはんと森ごはん、竹焼き米粉ケーキ
10：00　県民の森木工室集合

◆10月28日㈯

紅葉の指谷山ブナ林縦走
8：30　県民の森木工室集合

◆11月3日（祝・金）

紅葉の等検境縦走
8：30　雲南市吉田総合センター集合

 

◆11月11日㈯

大パノラマ紅葉の琴引山縦走
8：30　Aコープきじま店集合

◆11月19日㈰

紅葉の森の散策、
簡易くん製とドラム缶窯ピザを楽しむ
10：00　県民の森木工室集合

◆11月25日㈯

晩秋の大万木山に登ろう
8：30　頓原道の駅集合

〈申込先〉島根県立ふるさと森林公園　学習展示館
　　　　  TEL 0852－66－3586

県民の森では登山、木工教室等各種イベントを開催し
ています。自然や森とのふれあいの楽しさ、木の温も
りを感じてください。

島根県県民の森
飯石郡飯南町小田

松 原 正 記

賛助会員を募集しています

〒690－0886　松江市母衣町55番地
電話（0852）24－1092
FAX（0852）61－4350

e-mail : suizoukyo.shimane@bird.ocn.ne.jp

島根県水源林造林協議会
緑をはぐくみ　水をつくる
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2017「しまねの森林」フォトコンテスト 応募用紙
住　　所 〒

電話番号 （　　　　）

氏　　名
フリガナ

フリガナ

（　　　）才

職業・学校名

撮影場所

撮影日 部門番号平成　　　年　　　月　　　日

作品タイトル

市・町・村（大字）

（地内・山）

島根県の恵み豊かな自然、緑豊かな森林を撮ろう！！

2017『しまねの森
も

林
り

』フォトコンテスト

INFORMATION

■テーマ  「しまねの森林と木材」
　島根県内の美しい森林風景や木材
の利活用など、島根県の森林や木材の
魅力を切り取ろう！
①美しい山や天然林・人工林、里山の
風景、きのこや山菜等山の幸などを題
材にしたもの②森林を育てる活動風景
や木のおもちゃで遊ぶ子どもなど、森
林と人とのふれあい、木材と人とのふ
れあいを題材にしたもの③木材を利用
した建築物の内装や外観など、木材の
魅力を題材にしたもの
・ 上記①から③のいずれかの部門に沿

った写真を募集します。
■応募方法
必要事項を記入した応募用紙を作品の裏

側にセロテープでとめてご応募下さい。
■応募締切
平成29年7月31日㈪当日消印有効
■応募・お問い合わせ先

「しまねの森林」発行委員会事務局
〒690-8501 島根県松江市殿町１番地
島根県林業課林政企画グループ
TEL 0852-22-5163
■表彰
最優秀賞 1点（賞状・賞金3万円）
優秀賞 2点（賞状・賞金1万円）
入　選 3点（賞状・図書カード5千円）
佳　作 5点（賞状・図書カード3千円）
※ 一応募者につき受賞は一点とします。

また、部門による区分は設けません。
主催／「しまねの森林」発行委員会

2017しまねの森林フォトコンテスト 検索
☆ 詳しくは島根県農林水産部林業課ＨＰをご覧下さい。
　こちらの募集要項も印刷できます。

豊かな森を活かし地域に貢献する

島根県素材流通協同組合
〒699-2837 江津市松川町上河戸390-22　TEL：0855-55-0840　　FAX：0855-55-0841

E-mail:shimanesoryuukyou@aioros.ocn.ne.jp

一　　般
財団法人

山陰の森林に関する活動をしているNPO法人や
ボランティア団体がネットワークを構築し、
森林保全の輪を広げる活動を展開しています。

も り

も り

地域とともに豊かな森林を創る

岡山市北区磨屋町9番地18の101号　TEL（086）222－0675

お近くの書店でお買い求め下さい。

A5判 314P ￥1,800＋税

̶山城50選と発掘された城館

『出雲の山城』
山城50を厳選し、写真や縄張り図で詳しく紹介！
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しまねの森林
森林・林業総合情報誌

NO.44 平成29年7月
通巻284号

も り

林業普及リポート
農林大だより現地フラッシュ

広域 第11回島根県
乾椎茸品評会開催

●日時：平成29年6月2日(金)
●場所：ふれあいホールみと
　　　　（益田市美都町）

松江 早生樹（コウヨウザン）
の育苗試験開始

●日時：平成29年5月26日㈮
●場所：松江市東出雲町及び安来市荒島町

雲南
掛合町多根地区７自治
会を対象としたツキノ
ワグマ被害対策研修会

●日時：平成29年1月28日、2月25日、3月25日、
　　　　　　　　 4月22日、4月27日
●場所：雲南市掛合町多根地区

出雲 浜田 第15回いわみ中央
乾椎茸品評会～岩地正男
氏４年連続最優秀を獲得～

●日時：平成29年5月18日㈭
●場所：浜田市黒川町
　　　　JAしまねいわみ中央地区本部

県央
島根大学の学生を対象
としたコンテナ苗植栽
指導

●日時：平成29年4月12日(水)
●場所：島根大学三瓶演習林

益田 グリーン匹見峡森林学
習 ～笹舟づくり～

●日時：平成29年5月30日㈫
●場所：匹見峡レストパーク
　　　　（益田市匹見町）

隠岐
春の管理作業順調！
コンテナ苗生産3万本
を目指した巡回指導

●日時：平成29年4月28日㈮
●場所：隠岐島後森林組合（隠岐郡隠岐の島町）

農林大 林業エンジニア研修
（ 林業架線作業技術研修（基

礎コース））
●日時：平成29年5月15日～5月26日
●場所：中山間地域研究センター

県庁林業課
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kentyou/

東部農林振興センター
URL：http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/

norin/kikan/toubu_norin/ringyo/blog_cms/

東部農林振興センター雲南事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kisuki/

東部農林振興センター出雲事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-izumo/

西部農林振興センター
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-hamada/

西部農林振興センター県央事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kawamoto/

西部農林振興センター益田事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-masuda_001/

隠岐支庁農林局
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-oki_001/

島根県立農林大学校林業科
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-nodai/

佐田中学校間伐体験

●日時：平成29年5月29日㈪
●場所：出雲市佐田町

発　行：「しまねの森林」発行委員会
　　　　島根県・島根県森林組合連合会・島根県林業改良普及協会・島根県森林協会
　　　　島根県緑化推進委員会・島根県林業公社・島根県木材協会・島根県猟友会
　　　　国立研究開発法人森林研究・整備機構森林整備センター松江水源林整備事務所
協　力：島根県農林水産部　林業課林政企画グループ
発行日：平成29年6月30日
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